
2020 年度 情報工学実験 II 授業資料
情報工学実験 II の 2020 年度の授業は遠隔授業で実施します。情報工学実験 II では次項の実施方法の
うち A(1)A(2)と B を組合せて採用します。実験テーマ毎に実施の形態は異なり、また状況や進行に応
じて適宜改善します。現時点での「離散・連続シミュレーション実験」についてはガイダンス資料中の
説明を参照してください。
授業に必要な資料やテキストは郵送・ネット配信・電子メールへの添付送信で提供します。それぞれの
手段で提供する資料には重複する部分、他の手段を補う部分があります。全体をよく参照し実験実施
に役立ててください。
資料の入手々段に対応できない場合にも十分な受講機会を得られるよう支援します。授業実施にあた
り情報の不足を感じる場合には遠慮なく申し出てください。
疑問の解消や質問のためにオンライン授業や電子メールによる問い合わせの受け付けを実施します。ま
た、ネット配信により情報の訂正や更新を行なうことがありますので、授業に関する通知に注意を
払ってください。
現時点で予定している「離散・連続シミュレーション実験」の進め方は次の通りです。 

1. 授業資料を参照し自習で課題に取り組む。 
2. 電子メールで質問事項をまとめ送信する。 
3. オンライン授業での全体説明や追加の資料配信により問題を解消する。 
4. 3 で解決しなかった問題についてオンライン授業中に TA に質問して問題を解決する。 
5. 1 に戻って繰り返す。 

質問の多くは受講者に共通するものなので、オンライン授業では全体への説明もあります。自分の質問
以外の説明も得られるので活用してください。1〜5 を繰り返し、課題を完了してください。
課題の成果をもとにレポートを完成させ、提出してください。
愛媛大学における 2020 年度遠隔授業の実施方法 

• 遠隔授業Ａ(1)：動画などのネット配信による遠隔授業（同期型） 
• 遠隔授業Ａ(2)：動画などのネット配信による遠隔授業（非同期型） 
• 遠隔授業Ｂ ：修学支援システム等のメールにより課題を与え、指導を行う遠隔授業 

配付資料
配付資料について説明します。
本票以降の資料は以下の通りです。

1. ガイダンス資料（2×4 段組 4 頁）
4 月 17 日のガイダンスで使用したスライドを一部修正したものです。授業全体の注意事項や遠
隔授業に必要な準備について説明しています。とくに学外から教育用計算機システムを利用す
る方法について、よく確認をしてください。

2. 離散シミュレーション実験テキスト（2 段組 6 頁）
3. 連続シミュレーション実験テキスト（2 段組 6 頁）
4. レポート提出の注意事項（2 段組 3 頁）

実験課題のテキストとレポート作成の注意事項です。よく読んで取り組んでください。

事情により○印の資料のみを郵送します。○の無い資料はネット配信で入手できます。

http://comp.cs.ehime-u.ac.jp/~okano/jikken2/jikken2-0.pdf


5. 2019 年度授業スライド（2×4 段組 6 頁）
昨年度の授業で使用したスライドです。通常の授業進行が分かりますので、自習での作業が中
心となる遠隔授業の進捗目標を決めるための参考にしてください。また、5 日目のスライドに
はレポートに記載すべきことについての説明があります。レポート作成に役立ててください。

6. 離散シミュレーション実験サンプルレポート（2 段組 6 頁）
7. 連続シミュレーション実験サンプルレポート（2 段組 7 頁）

成績評価のために提出する 2 つのレポートのサンプルです。どのような構成が考えられるのが
例として扱ってください。（このまま提出できるものではありません。）

8. エディタAtom のインストールと設定（2×2 段組 2 頁）
9. コンパイラ gcc のインストールと設定（2×2 段組 6 頁）
10. Atom での Cプログラミングと gcc でのコンパイル（2×2 段組 3 頁）

メディアセンタの阿萬先生に用意していただいた Windows に学科計算機室に似たシンプルな
Cプログラミング環境を導入する方法を説明した資料です。
Linux / MacOS の方はターミナルからコマンドを入力する導入方法が説明されますので、そち
らを参照してください。

授業日程
授業日程です。6回目からウェブアプリケーション実験が開始されます。日程が近くなったら、また説
明をします。2回目の授業資料郵送も利用するかもしれません。
第 0回(04/17)：ガイダンス (スライド) 

第 1回(04/24)：離散シミュレーション実験（1）グラフの表現 
第 2回(05/01)：離散シミュレーション実験（2）最短経路探索 
第 3回(05/08)：連続シミュレーション実験（1）常微分方程式の解法 
第 4回(05/15)：連続シミュレーション実験（2）質点のシミュレーション 
第 5回(05/22)：レポート作成のためのまとめ 

その他の資料・情報提供
離散・連続シミュレーション実験は次の URL で授業情報を提供します。
URL: http://comp.cs.ehime-u.ac.jp/~okano/jikken2/

まだ準備ができていませんが moodle からも情報を提供できる予定です。

http://comp.cs.ehime-u.ac.jp/~okano/jikken2/
http://comp.cs.ehime-u.ac.jp/~okano/jikken2/jikken2-0.pdf
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1
.1
は
じ
め
に

計
算
機
を
用
い
て
行
な
わ
れ
る
様
々
な
計
算
を
、
そ
の
対
象
と
な
る
集
合
の
性
質
に
よ
り
「
離
散
」
的
な
計
算
と
「
連
続
」
的

な
計
算
と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
本
節
で
は

2
種
類
の
計
算
の
う
ち
「
離
散
」
に
属
す
る
計
算
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
題
材
と
し
て
、
離
散
計
算
の
重
要
な
部
分
を
成
す
グ
ラ
フ
理
論

に
基
づ
く
計
算
機
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
重
み
付
き
無
向
グ
ラ
フ
を
対
象
に
最
短
路
検
索
の
問
題
に
対
す

る
代
表
的
な
計
算
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
あ
る

D
ij
k
st
ra
の
方
法
を
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
そ
の
評
価
を
す
る
こ
と
で
離

散
的
な
計
算
に
お
け
る
計
算
機
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
際
を
体
験
・
学
習
す
る
。

本
節
の
内
容
は
先
行
す
る
講
義
科
目
「
情
報
数
学

II
」
に
お
け
る
学
習
成
果
を
基
礎
に
置
い
て
お
り
、
ま
た
履
修
に
あ
た
っ
て

学
生
が
そ
の
内
容
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

1
.2
実
験
の
進
行
に
つ
い
て

十
分
な
学
習
成
果
を
得
る
た
め
に
、
提
示
さ
れ
た
実
験
課
題
は
漏
ら
す
こ
と
な
く
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

2
回
の
実
験
実
施
日
へ
の
課
題
の
配
分
は
概
ね
自
由
で
構
わ
な
い
が
、
1
回
目
に
は
課
題

3
ま
で
を
必
ず
終
了
さ
せ
る
こ
と
。

ま
た
、
以
下
に
出
て
く
る
サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
授
業
情
報
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
そ
れ

を
使
う
こ
と
。

1
.2
.1
中
間
レ
ポ
ー
ト

各
実
験
実
施
日
の
終
り
に
は
担
当
者
に
よ
る
進
捗
状
況
の
確
認
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
日
の
実
験
を
終
え
る
前

に
、
取
り
組
ん
だ
課
題
に
関
す
る
必
要
十
分
な
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

報
告
書
に
併
せ
て
、
必
要
に
応
じ
て
口
頭
試
問
を
行
う
の
で
、
報
告
書
ま
た
は
試
問
の
結
果
に
つ
い
て
、
不
十
分
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
内
も
し
く
は
自
習
時
間
中
に
報
告
書
の
修
正
、
内
容
に
関
す
る
再
学
習
を
行
う
こ
と
。
全
て
の
課
題
へ

の
取
り
組
み
が
十
分
に
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
担
当
者
の
確
認
を
経
ず
に
、
そ
の
日
の
実
験
を
終
了
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

進
捗
状
況
の
確
認
は
学
習
の
円
滑
な
進
行
の
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
必
要
な
作
業
・
考
察
の
全
て
を
授
業
時
間
中
に
終
え

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
機
会
で
あ
り
、
試
験
・
審
査
の
類
で
は
な
い
。
単
位
の
認
定
は
実
験
の
実
施
と
提
出
課
題
の
評
価

に
よ
っ
て
の
み
行
う
。
報
告
書
に
要
し
た
時
間
や
修
正
指
示
の
回
数
、
口
頭
試
問
の
良
否
は
評
価
に
は
影
響
し
な
い
。

1
.3
グ
ラ
フ
と
対
応
す
る
数
理
モ
デ
ル

「
情
報
数
学

II
」
の
講
義
で
も
学
ん
だ
通
り
、
グ
ラ
フ
と
は
集
合
と
そ
の
要
素
間
の
二
項
関
係
を
併
せ
た
も
の
で
あ
り
、
要
素

を
頂
点
、
要
素
間
の
関
係
を
辺
で
置
き
変
え
た
図
形
に
よ
る
表
現
で
あ
る
。

図
1
は

5
つ
の
要
素
と
そ
の
間
の
二
項
関
係
を

5
つ
の
頂
点

{1
,2
,3
,4
,5
}
と

6
つ
の
辺

{
{
1,
2
},

{
1,
5
},

{2
,3
},

{2
,5
},

{3
,4
},

{
3,
5}
}
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
1
:J
R

2:
堀
端

3:
市
駅

4:
温
泉

5:
本
町
な
ど
と
頂
点
に
名
前
を
つ
け
て
み

れ
ば
、
ど
こ
か
の
町
の
鉄
道
路
線
図
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
を
デ
ー
タ
と
し
て

C
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
で
扱
う
こ
と
を
考
え
る
。

グ
ラ
フ
の
頂
点
に
は
順
番
に
番
号
を
振
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
頂
点
に
関
し
て
は
そ
の
数
だ
け
を
記
憶
し
て
お
け
ば
よ
い
。
あ
と

は
、
ど
の
よ
う
な
辺
が
存
在
す
る
か
、
す
な
わ
ち
ど
の
要
素
間
に
関
連
が
あ
る
か
を
記
憶
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

2

グ
ラ
フ
の
辺
は
頂
点
を
端
点
に
選
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
頂
点
の
数
を

n
と
す
る
と
、
n
×
n
通
り
の
辺
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

を
2
次
元
の
配
列
を
使
っ
て
保
持
す
る
こ
と
を
考
え
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト

1(
i
n
p
u
t
g
r
a
p
h
.
c
)
は
標
準
入
力
か
ら
頂
点
の
数
と
各
辺
の
端
点
と
な
る
頂
点
の
番
号
を
読
み
込
む
サ

ブ
ル
ー
チ
ン
と
、
そ
の
サ
ブ
ル
ー
チ
ン
を
使
っ
て
読
み
込
ん
だ
配
列
の
内
容
を
表
示
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
で
あ
る
。
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無
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フ
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点
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数

n
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辺
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]
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t
f
(
"
%
3
d
"
,
i
)
;

5
3

p
u
t
s
(
"
"
)
;

5
4

5
5

r
e
t
u
r
n

E
X
I
T
_
S
U
C
C
E
S
S
;

5
6

}

i
n
p
u
t
g
r
a
p
h
.
c
に
お
い
て
、
関
数

i
n
p
u
t
g
r
a
p
h
は
標
準
入
力
か
ら
頂
点
数

n
と
各
辺
の
端
点
番
号
を
読
み
込
む
。
グ
ラ

フ
は
配
列

g
r
a
p
h
[
]
[
]
に
辺
の
有
無
を
真

(1
)
偽

(0
)
の
整
数
値
と
し
て
格
納
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
辺

{i
,j
}
が
存
在
す
れ

ば
g
r
a
p
h
[
i]
[
j
]
は
真

(1
)
と
な
り
、
存
在
し
な
け
れ
ば
偽

(0
)
と
な
る
。

ま
た
、
i
n
p
u
t
g
r
a
p
h
関
数
の
使
用
例
と
し
て
、
m
a
i
n
関
数
で
は
入
力
さ
れ
た
グ
ラ
フ
の
内
容
を
一
覧
表
示
し
て
い
る
。

課
題

1
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト

1
ま
た
は
同
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
図

1
の
グ
ラ
フ
に
対
応
す
る
デ
ー
タ
の
入
力
と
確
認

を
行
え
。

課
題

2
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト

1
で
は
扱
う
グ
ラ
フ
は
無
向
グ
ラ
フ
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
、
要
素

i
と

j
を
結
ぶ
辺
の
入
力
に
対

し
て
、
配
列

g
r
a
p
h
の
成
分

g
r
a
p
h
[
i
]
[
j
]
と

g
r
a
p
h
[
j
]
[
i
]
の
両
方
を
真
に
し
て
い
る
。

有
向
グ
ラ
フ
を
扱
う
方
法
を
検
討
し
、
考
案
し
た
方
法
に
則
し
て
課
題

1
で
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
せ
よ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト

1
で
は
グ
ラ
フ
の
デ
ー
タ
を
格
納
す
る
配
列
は
デ
ー
タ
の
入
力
に
先
立
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
利
用
で
き
る
グ
ラ
フ
の
頂
点
数
は
配
列
の
大
き
さ
に
制
限
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
時
に
は
最
大
頂
点
数
は
変
更
で

き
な
い
。

十
分
に
大
き
な
配
列
を
定
義
し
て
お
く
と
い
う
解
決
策
は
不
必
要
な
メ
モ
リ
の
占
有
を
生
じ
、
結
果
と
し
て
、
他
の
デ
ー
タ
の

取
り
扱
い
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
実
行
さ
れ
て
い
る
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
処
理
に
も
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
配
列
の
大
き
さ
を
必
要
に
応
じ
て
動
的
に
変
更
す
る
こ
と
を
考
え
る
。
C
言
語
で
は
他
の
言
語
に
比
べ
、
配
列
は
ポ

イ
ン
タ
と
い
う
概
念
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
配
列
を
う
ま
く
扱
う
た
め
に
は
ポ
イ
ン
タ
の
理
解
が
必
要
と

な
る
。

全
て
の
変
数
は
メ
モ
リ
上
の
ど
こ
か
に
そ
の
値
を
格
納
す
る
。
変
数
の
値
が
格
納
さ
れ
る
メ
モ
リ
上
の
位
置
を
、
こ
こ
で
は
便

宜
上
、
ア
ド
レ
ス
と
呼
ぶ
。
特
定
の
変
数
の
ア
ド
レ
ス
を
取
り
出
す
た
め
に
は
ア
ド
レ
ス
演
算
子

&
が
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
&
a
は
変
数

a
の
ア
ド
レ
ス
を
返
す
。

一
方
、
ポ
イ
ン
タ
と
は
ポ
イ
ン
タ
型
の
変
数
の
こ
と
で
あ
り
、
ポ
イ
ン
タ
型
変
数
は
、
そ
の
値
と
し
て
ア
ド
レ
ス
を
持
つ
変
数

で
あ
る
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
タ
型
変
数
は
ど
の
よ
う
な
型
の
変
数
の
た
め
の
ア
ド
レ
ス
を
持
つ
の
か
宣
言
時
に
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
と
き
、
宣
言
さ
れ
た
ポ
イ
ン
タ
型
変
数
を
指
定
さ
れ
た
変
数
型
か
ら
派
生
し
た
ポ
イ
ン
タ
型
変
数
と
呼
ぶ
。
例
え
ば
、
型
宣
言

中
に
、
次
の
よ
う
に
宣
言
さ
れ
た
変
数

b
は

i
n
t
型
変
数
か
ら
派
生
し
た
ポ
イ
ン
タ
型
変
数
で
あ
る
。

4

i
n
t
*
b

こ
の
と
き
、プ
ロ
グ
ラ
ム
中
で
は
ポ
イ
ン
タ
型
変
数

b
の
持
つ
ア
ド
レ
ス
に
格
納
さ
れ
た

i
n
t
型
の
値
を

*
b
で
参
照
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
i
n
t
型
変
数

a
と

i
n
t
型
か
ら
派
生
し
た
ポ
イ
ン
タ
型
変
数

b
が

i
n
t
a
,

*
b

と
宣
言
さ
れ
た
と
き
、
b
=
&
a
と
し
て
、
b
に

a
の
ア
ド
レ
ス
を
代
入
す
れ
ば
、
*
b
は

&
a
の
指
し
示
す
メ
モ
リ
に
格
納
さ
れ
た

i
n
t
型
変
数
値
を
与
え
る
の
で

a
=
=
*
b
が
成
立
す
る
。
b
や

a
の
ア
ド
レ
ス

&
a
に
変
化
が
無
け
れ
ば
、
変
数

*
b
や

a
に

よ
っ
て
も

a
=
=
*
b
が
成
立
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
他
の
変
数
と
同
様
、
ポ
イ
ン
タ
型
変
数
は
宣
言
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
そ
の

値
は
不
定
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ポ
イ
ン
タ
に
格
納
さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
の
値
を
使
っ
て
連
続
し
て
確
保
さ
れ
た
複
数
の
領
域
を
参
照
し
値
を
格
納
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
i
n
t
型
か
ら
派
生
し
た
ポ
イ
ン
タ
型
変
数

a

i
n
t
*
a

に
対
し
て
十
分
に
領
域
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
ア
ド
レ
ス
が
代
入
さ
れ
て
い
る
と
き
、
a
+
1
は

a
の
次
の

i
n
t
型
の
領
域
の
ア
ド

レ
ス
を
示
す
。
つ
ま
り
、

*
a
=

1
;

*
(
a
+
1
)

=
3
;

*
(
a
+
2
)

=
5
;

な
ど
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
変
数
と
し
て
異
な
る
値
を
格
納
し
読
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
ポ
イ
ン
タ
の

指
し
示
す
領
域
に
格
納
さ
れ
た
値
を
参
照
す
る
演
算
子
*
が
加
算
演
算
子

+
よ
り
も
優
先
順
位
の
高
い
演
算
子
で
あ
る
こ
と
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
上
述
の
代
入
の
後
で
、
*
a
+
*
(
a
+
1
)
、
*
(
a
+
*
a
)
で
読
み
出
さ
れ
る
値
は
そ
れ
ぞ
れ

4
と

3
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
ド
レ
ス
の
加
算
を
行
な
う
表
現
に
は
次
の
よ
う
な

[
]
を
用
い
る
方
式
も
あ
る
。

a
[
0
]
=

1
;

a
[
1
]

=
3
;

a
[
2
]

=
5
;

そ
れ
ぞ
れ
、
a
に
格
納
さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
に
続
く
「
[
]
内
の
値
」
番
目
の
領
域
に
格
納
さ
れ
た
値
を
読
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
a
[
0
]
と
*
a
、
a
[
1
]
と
*
(
a
+
1
)
、
a
[
2
]
と
*
(
a
+
2
)
が
全
て
同
等
に
な
る
。

C
の
配
列
は
、
こ
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
タ
型
変
数
と
そ
の
ア
ド
レ
ス
に
対
す
る
演
算
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

i
n
t
型
配
列
が

i
n
t
c
[
3
]

等
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
場
合
、
メ
モ
リ
上
に

i
n
t
型
の
変
数

3
つ
分
の
領
域
が
確
保
さ
れ
、
そ
の
位
置
が
ア
ド
レ
ス
と
し
て
特
定

さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
c
[
0
]
=
=
*
c
,
c
[
1
]
=
=
*
(
c
+
1
)
,
c
[
2
]
=
=
*
(
c
+
2
)
,
が
成
立
す
る
。
つ
ま
り
、
*
(
c
+
j
)
(j

=
0
,.
..
,2
)

に
よ
り

c
[
j
]
の
ア
ド
レ
ス
に
格
納
さ
れ
た
値
が
参
照
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
、
配
列
の
宣
言
が
指
定
さ
れ
た
個
数
の
値
を
メ
モ
リ
上
に
格
納
す
る
た
め
の
ア
ド
レ
ス
の
確
保
と
、
対
応
す
る
ポ

イ
ン
タ
型
変
数
の
宣
言
と
ア
ド
レ
ス
の
代
入
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、

i
n
t
*
d

d
=
m
a
l
l
o
c
(
3
*
s
i
z
e
o
f
(
i
n
t
)
)

5



と
し
て
、
i
n
t
型
か
ら
派
生
し
た
ポ
イ
ン
タ
型
変
数

d
を
宣
言
し
、
そ
の
値
と
し
て
、
m
a
l
l
o
c
関
数
で

i
n
t
型
変
数

3
個
分
を

確
保
し
た
ア
ド
レ
ス
を
代
入
す
れ
ば
、
配
列
と
同
様
の
表
現

d
[
0
]
,

d
[
1
]
,

d
[
2
]
を
使
っ
て

i
n
t
型
の
値
が
参
照
で
き
る
。

つ
ま
り
、
ヒ
ー
プ
上
に
値
を
格
納
す
る
領
域
を
確
保
し
、
そ
の
ア
ド
レ
ス
を
返
す
関
数
、
m
a
l
l
o
c
を
用
い
て
、
予
め
配
列
の

大
き
さ
を
定
め
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
動
的
に
必
要
な
大
き
さ
の
配
列
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。*

1

課
題

3
ポ
イ
ン
タ
を
使
い
動
的
に
配
列
を
確
保
す
る
方
法
を
利
用
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
時
に
頂
点
数
を
柔
軟
に
指
定
で
き

る
よ
う
に
課
題

1
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
良
せ
よ
。

ま
た
、
改
良
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
頂
点
数
は
ど
の
く
ら
い
ま
で
増
や
せ
る
の
か
、
理
論
的
な
限
界
を
考
察
し
、
実
際

に
確
保
で
き
る
限
界
を
比
較
せ
よ
。

さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
格
納
方
法
を
よ
く
検
討
し
、
な
る
べ
く
多
く
の
頂
点
数
を
扱
え
る
方
法
を
工
夫
せ
よ
。

 
ヒ
ン
ト

1.
n
×
n
個
の
値
を
格
納
す
る
た
め
に
は
、
i
n
t
g
r
a
p
h
[
n
×
n
]
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
配
列
が
あ
れ
ば
良
い
。

例
え
ば
、
3
個
の
頂
点

A
,
B
,
C
か
ら
な
る
グ
ラ
フ
の
辺
を
考
え
る
。
辺
の
両
端
点
に
、
そ
れ
ぞ
れ

3
通
り
の
頂

点
が
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
全
体
で

3
×
3
=

9
通
り
の
辺
が
存
在
し
得
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
全
て
の
頂
点
に

つ
い
て
、
そ
の
存
在
ん
真
偽
を
変
数
に
格
納
す
る
な
ら
ば
、
9
個
の
領
域
を
確
保
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
る
。
i
n
t

v
[
3
]
[
3
]
等
と
し
て

2
次
元
配
列
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
よ
り
直
接
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
ポ
イ

ン
タ
型
変
数
を

1
つ
用
い
て
必
要
な
領
域
を
確
保
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

i
n
t

*
v
,

n
;

n
=

3
;

v
=

m
a
l
l
o
c
(
n
*
n
*
s
i
z
e
o
f
(
i
n
t
)
)
;

こ
の
方
法
で
あ
れ
ば
、

n
の
値
を
ユ
ー
ザ
が
入
力
す
る
等
の
仕
組
み
を
作
っ
て
柔
軟
性
を
高
め
る
こ
と
も
容
易
で

あ
る
。

2.
無
向
グ
ラ
フ
で
あ
れ
ば
、
n
×
n
の
配
列
の
約
半
分
は
不
要
で
あ
る
。

3.
ル
ー
プ
し
た
辺
を
認
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
対
角
成
分
は
常
に
偽
と
な
る
。

前
項
の
例
で
は
全
て
の
組
合
せ
を
認
め
て
い
る
の
で
、
次
の

9
通
り
全
て
の
辺
の
存
否
に
つ
い
て
領
域
を
確
保
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

{
A
,A

},
{A

,B
}
,{
A
,C

},
{B

,A
},
{
B
,B

}
,{
B
,C

},
{
C
,A

}
,{
C
,B

},
{C

,C
}
.

無
向
グ
ラ
フ
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば

{
A
,B
}
と

{
B
,A

}
の
辺
は
一
方
だ
け
が
存
在
し
、
他
方

が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
両
方
の
状
態
を
別
々
に
格
納
し
て
お
く
必
要
は
無
い
。
ま
た
、
あ
る
点

を
出
て
ま
た
そ
の
点
に
戻
る
自
己
ル
ー
プ
に
あ
た
る
辺
を
考
え
る
必
要
が
無
い
場
合
も
多
い
。
上
記
の
例
で
あ
れ

ば
{A

,A
}
、
{B

,B
}
、
{C

,C
}
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
併
せ
て
、
自
己
ル
ー
プ
の
存
在
し
な
い
無
向
グ
ラ
フ

の
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
、
頂
点
数
の

2
乗
分
で
は
な
く
、
そ
の
半
分
以
下
の
状
態
だ
け
を
格
納
し
て
お
け
ば
全
て
の
グ

ラ
フ
の
状
態
を
表
現
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
。
3
頂
点
の
例
で
考
え
れ
ば
、
次
の

3
通
り
の
辺
の
真
偽
だ
け
を
格
納

す
れ
ば
良
い
。

{
A
,B

}
,{
A
,C

},
{B

,C
}.

*
1
詳
し
く
は

m
a
l
l
o
c
関
数
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
こ
と
。

6

1
.4
最
短
経
路
検
索
と

D
ij
k
st
ra
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

前
節
ま
で
に
取
り
扱
っ
た
グ
ラ
フ
の
各
辺
毎
に
固
有
の
重
み
を
か
け
た
グ
ラ
フ
を
重
み
つ
き
グ
ラ
フ
と
呼
ぶ
。
図

1
の
よ
う

な
路
線
図
の
各
辺
に
、
辺
に
対
応
す
る
区
間
の
運
賃
や
所
要
時
間
、
道
の
り
等
を
重
み
と
し
て
付
加
す
れ
ば
、
さ
ら
に
様
々
な
モ

デ
ル
を
グ
ラ
フ
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

重
み
つ
き
グ
ラ
フ
は
、
頂
点
の
集
合

V
、
辺
の
集
合

E
に
加
え
て

E
の
要
素
の
関
数

w
=

w
(e

|
e
∈
E
)
を
併
せ
た
も
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
図

2
は

9
つ
の
頂
点
と

16
の
辺
か
ら
な
る
重
み
つ
き
無
向
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

課
題

4
課
題

3
で
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
良
し
、
重
み
つ
き
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
せ
よ
。

 
ヒ
ン
ト

配
列

g
r
a
p
h
の
値
を
辺
の
有
無
で
は
な
く
、
辺
の
重
み
と
す
れ
ば
良
い
。
辺
の
存
在
し
な
い
部
分
の
値
を
ど
う
す
る
か

を
工
夫
せ
よ
。

重
み
つ
き
グ
ラ
フ
中
の
頂
点
を

2
つ
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ

s
点
、
t
点
と
す
る
。
s
点
か
ら
出
発
し
て
、
次
々
と
隣
接
す
る
点
へ

各
辺
を
辿
っ
て
移
動
し
て

t
点
へ
辿
り
つ
く
経
路
を
考
え
た
と
き
、
そ
の
方
法
は

1
通
り
と
は
限
ら
な
い
。
経
路
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
い
く
通
り
も
考
え
ら
れ
る
と
き
、
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
経
路
上
の
辺
の
重
み
全
て
の
合
計
値
が
最
も
小

さ
く
な
る
よ
う
な
も
の
を
最
短
経
路
と
呼
ぶ
。

重
み
つ
き
グ
ラ
フ
と
出
発
点

s
、
終
着
点

t
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
s
か
ら

t
へ
の
最
短
経
路
を
求
め
る
問
題
を
考
え
る
。
重

み
つ
き
無
向
グ
ラ
フ
の
最
短
経
路
を
求
め
る
方
法
に
は

D
ij
k
st
ra
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
よ
く
知
ら
れ
た
方
法
が
存
在

す
る
。

以
下
で
は

D
ij
k
st
ra
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
図

2
で
表
さ
れ
る
グ
ラ
フ
を
用
い
て
説
明
す
る
。

D
ij
k
st
ra
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
進
行
に
は
、
各
点
毎
に
付
加
さ
れ
る
、
s
点
か
ら
そ
の
点
ま
で
に
辿
る
経
路
上
の
重
み
全
て
の

和
の
う
ち
最
小
の
も
の
「
最
小
距
離
」
と
、
最
小
距
離
を
実
現
す
る
経
路
上
の
頂
点
リ
ス
ト
「
最
小
経
路
」
を
用
い
る
。
各
辺
に

付
加
さ
れ
る
「
重
み
」
に
対
応
し
て
、
こ
の
よ
う
な
各
点
に
付
加
さ
れ
る
デ
ー
タ
を
「
ラ
ベ
ル
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
と
き
、
以
下
の

よ
う
な
手
順
で

s
点
か
ら

t
点
へ
の
最
短
経
路
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
D
ij
k
st
ra
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

1.
V
を
頂
点
、
E
を
辺
、
w
を
辺
の
関
数
で
あ
る
重
み
と
す
る
。

2.
V
の
部
分
集
合

V
1
=

{s
}
と
し
、
s
に
最
小
距
離
を
示
す
ラ
ベ
ル

l s
=

0
を
付
加
す
る
。

3.
V
か
ら

V
1
を
除
い
た
も
の
を

V
2
と
す
る
。

4.
E
の
う
ち
、
V
1
の
要
素
だ
け
を
端
点
に
持
つ
も
の
を

E
1
と
し
、
V
2
の
要
素
だ
け
を
端
点
に
持
つ
も
の
を

E
2
と
す
る
。

5.
E
か
ら

E
1
,E

2
を
除
い
た
も
の
を

B
と
す
る
。

6.
B
の
端
点
の
う
ち
、
V
2
に
属
す
る
も
の
の
順
番
に
注
目
し

v
と
す
る
。

7.
v
の
反
対
側
の
端
点
と
、
そ
の
最
小
距
離
ラ
ベ
ル
を
参
照
し
、
s
か
ら

v
ま
で
の
最
小
距
離

l v
と
最
小
距
離
を
与
え
る

経
路
上
で

v
の
直
前
の
頂
点

u
を
求
め
る
。

8.
最
小
の

l v
を
与
え
る
頂
点
を

v
m
in
と
し
、
そ
の
直
前
の
頂
点
を

u
m
in
と
す
る
。

9.
v
m
in
に
最
小
距
離
を
示
す
ラ
ベ
ル

l v
m

i
n
と
直
前
の
頂
点

u
m
in
を
付
加
し
、
v
m
in
を

V
1
に
加
え
る
。

10
.
t
点
が

V
1
に
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
3
に
戻
る
。

11
.
t
点
に
付
加
さ
れ
た
最
小
距
離
の
ラ
ベ
ル
が
最
小
経
路
の
距
離
と
な
る
。
ま
た
、
直
前
の
頂
点
を
示
す
ラ
ベ
ル
を

t
点
か

7



ら
逆
順
に

s
点
ま
で
辿
れ
ば
最
小
経
路
を
構
成
す
る
頂
点
の
リ
ス
ト
に
な
る
。

課
題

5
図

2
の
頂
点

1
を

s
点
、
頂
点

9
を

t
点
と
す
る
。
s
点
か
ら

t
点
へ
の
最
短
経
路
を

D
ij
k
st
ra
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
用
い
て
求
め
よ
。
(プ
ロ
グ
ラ
ム
は
必
要
な
い
。
)

プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト

2(
d
i
j
k
s
t
r
a
.
c
)
は

i
n
p
u
t
g
r
a
p
h
関
数
を
用
い
て
読
み
込
ん
だ
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
に
お
い
て
頂
点

1

を
出
発
点
と
し
た
場
合
の
各
点
へ
の
最
短
経
路
を

D
ij
k
st
ra
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
て
求
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
で
あ
る
。

た
だ
し
、
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
を
表
す

i
n
t
型
配
列

g
r
a
p
h
[
]
[
]
は
そ
の
大
き
さ
が
固
定
で
、
値
が
各
辺
の
重
み
を
表
し
、
辺
が

存
在
し
な
い
場
合
に
は

i
n
t
型
の
最
大
値

I
N
T
M
A
X
を
値
に
持
つ
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
発
点
は
頂
点

1
に
固

定
で
、
先
に
示
し
た

D
ij
k
st
ra
t
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
説
明
と
異
な
り
、
V
2
が
空
に
な
る
ま
で
反
復
を
繰
り
返
し
、
全
て
の
点

へ
の
最
小
距
離
と
最
短
経
路
が
そ
の
点
の
ラ
ベ
ル
と
し
て
求
ま
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト

2

D
ij
k
st
ra
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
例

d
i
j
k
s
t
r
a
.
c

1
#
i
n
c
l
u
d
e

<
s
t
d
i
o
.
h
>

2
#
i
n
c
l
u
d
e

<
s
t
d
l
i
b
.
h
>

3
#
i
n
c
l
u
d
e

<
l
i
m
i
t
s
.
h
>

4 5
#
d
e
f
i
n
e

N
M
A
X

1
0

/
*
点
の
数
の
上
限

*
/

6
i
n
t

g
r
a
p
h
[
N
M
A
X

+
1
]
[
N
M
A
X

+
1
]
;

/
*
辺

(
関
連
)
の
有
無

*
/

7
i
n
t

n
;

/
*
点
の
数

*
/

8 9
#
d
e
f
i
n
e

S
T
A
R
T

1
/
*
出
発
点

*
/

1
0

#
d
e
f
i
n
e

F
A
L
S
E

0

1
1

#
d
e
f
i
n
e

T
R
U
E

1

1
2

1
3

v
o
i
d

i
n
p
u
t
g
r
a
p
h
(
v
o
i
d
)
;

/
*
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
読
込
み

*
/

1
4

1
5

i
n
t

m
a
i
n
(
)

1
6

{

1
7

i
n
t

i
,

j
,

n
e
x
t
,

m
i
n
;

1
8

s
t
a
t
i
c

c
h
a
r

v
i
s
i
t
e
d
[
N
M
A
X

+
1
]
;

1
9

s
t
a
t
i
c

i
n
t

l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
N
M
A
X

+
1
]
,

p
r
e
v
i
o
u
s
[
N
M
A
X

+
1
]
;

2
0

2
1

i
n
p
u
t
g
r
a
p
h
(
)
;

/
*
グ
ラ
フ
デ
ー
タ

g
r
a
p
h
[
]
[
]
の
読
込
み

*
/

2
2

f
o
r

(
i

=
1
;

i
<
=

n
;

i
+
+
)

{

2
3

v
i
s
i
t
e
d
[
i
]
=

F
A
L
S
E
;

l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
i
]

=
I
N
T
_
M
A
X
;

2
4

}

2
5

l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
S
T
A
R
T
]

=
0
;

n
e
x
t

=
S
T
A
R
T
;

2
6

d
o

{

2
7

i
=

n
e
x
t
;

v
i
s
i
t
e
d
[
i
]

=
T
R
U
E
;

m
i
n

=
I
N
T
_
M
A
X
;

2
8

f
o
r
(
j

=
1
;

j
<
=

n
;

j
+
+
)

{

2
9

i
f

(
v
i
s
i
t
e
d
[
j
]
)

c
o
n
t
i
n
u
e
;

3
0

i
f

(
g
r
a
p
h
[
i
]
[
j
]

<
I
N
T
_
M
A
X

&
&

3
1

l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
i
]

+
g
r
a
p
h
[
i
]
[
j
]

<
l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
j
]
)

{

3
2

l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
j
]

=
l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
i
]

+
g
r
a
p
h
[
i
]
[
j
]
;

8

3
3

p
r
e
v
i
o
u
s
[
j
]

=
i
;

3
4

}

3
5

i
f

(
l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
j
]

<
m
i
n
)

{

3
6

m
i
n

=
l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
j
]
;

n
e
x
t

=
j
;

3
7

}

3
8

}

3
9

}
w
h
i
l
e

(
m
i
n

<
I
N
T
_
M
A
X
)
;

4
0

p
r
i
n
t
f
(
"
点

直
前
の
点

最
短
距
離
\
n
"
)
;

4
1

f
o
r

(
i

=
1
;

i
<
=

n
;

i
+
+
)

4
2

i
f
(
i

!
=

S
T
A
R
T

&
&

v
i
s
i
t
e
d
[
i
]
)

4
3

p
r
i
n
t
f
(
"
%
2
d
%
1
0
d
%
1
0
d
\
n
"
,

i
,

p
r
e
v
i
o
u
s
[
i
]
,

l
e
a
s
t
d
i
s
t
a
n
c
e
[
i
]
)
;

4
4

r
e
t
u
r
n

E
X
I
T
_
S
U
C
C
E
S
S
;

4
5

}

課
題

6
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト

2
を
変
更
し
て
、
次
の
仕
様
を
満
た
す
よ
う
に
改
良
せ
よ
。

1.
課
題

4
で
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応
し
て
、
実
行
時
に
頂
点
数
を
指
定
で
き
る
。

2.
出
発
点

s
と
終
着
点

t
を
指
定
し
て
最
短
経
路
上
の
経
由
頂
点
リ
ス
ト
を
出
力
で
き
る
。

2
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

1
回
目
ま
で
進
め
る
べ
き
範
囲
に
つ
い
て

本
来
、
実
験
の
第

1
日
目
は
少
な
く
と
も
課
題

1、
2
を
完
了
し
、
課
題

3
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

1
回
目
ま
で
に
そ
れ
が
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
明
確
に
し
、
疑
問
点
等
に
つ
い
て
質
問
で
き

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

3
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

2
回
目
以
降
ま
で
に
進
め
る
べ
き
範
囲
に
つ
い
て

本
来
、
実
験
の
第

2
日
目
で
は
課
題

1
か
ら

6
ま
で
を
一
通
り
完
了
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
少
な
く
と
も
「
離
散
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
」
の
課
題
の
う
ち
に
手
を
つ
け
て
い
な
い
も
の
、
何
を
す
る
べ
き
か
分
か
っ
て
い
な
い
も
の
が
無
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

2
回
目
ま
で
に
、
疑
問
点
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
質
問
を
ま
と
め
、
送
信

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

4
備
考

テ
キ
ス
ト
等
に
問
題
が
あ
れ
ば
ご
指
摘
く
だ
さ
い
。
問
題
点
は
適
宜
修
正
し
、
告
知
い
た
し
ま
す
。

9
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分
方
程
式
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数
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計
算
)」

v
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1
.0

愛
媛
大
学
工
学
部
情
報
工
学
科

20
20
年
度

1

第
1
章

は
じ
め
に

本
実
験
で
は
常
微
分
方
程
式
の
数
値
計
算
を

C
言
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
行
う
。
古
く
よ
り
弾

道
計
算
、
電
気
回
路
の
過
渡
応
答
解
析
、
近
年
で
は
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
の
軌
道
計
算
な
ど
な
ど
、
常
微
分
方
程
式

の
初
期
値
問
題
に
頼
ら
れ
る
実
際
問
題
は
数
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
の
ほ
と
ん
ど
は
、
解
析
的

に
解
く
こ
と
が
不
可
能
あ
る
い
は
困
難
で
あ
り
、
数
値
解
法
に
訴
え
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

1.
1
準
備

ま
ず
「
予
習
課
題
」
の
節
で
示
さ
れ
課
題
を
実
施
し
、
必
要
な
知
識
を
身
に
付
け
て
か
ら
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
。

1.
2
実
験

本
来
の
本
実
験
で
は
、
第

1
週
目
で
第

2.
2
節
ま
で
完
了
し
、
課
題

1・
2
の
結
果
を
得
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
同
様
に
第

2
週
目
で
は
、
課
題

3・
4
の
結
果
を
得
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
予
習
課
題
と
課
題

1
・
2
を
第

1
回
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
完
了
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
目
処
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
同
様
に
課
題

3
・
4
を
第

2
回
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
完
了
さ
せ
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
進
め
る
よ
う

済
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



3

第
2
章

常
微
分
方
程
式
の
数
値
計
算

常
微
分
方
程
式
の
初
期
値
問
題
の
数
値
解
法
と
い
う
の
は
、
数
値
積
分
法
の
応
用
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
数
値

積
分
法
を
十
分
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

2.
1

d
x
/d
t
=

a
x
の
数
値
積
分
法

(一
次
精
度
計
算
)

ま
ず
、
微
分
方
程
式

d
x d
t
=

f
(x
)

(2
.1
)

を
考
え
る
。
こ
れ
を
解
い
て

x
の
時
間
変
化

x
(t
)
を
求
め
る
に
は
、
x
=

∫ f
(x
)d
t
の
積
分
を
計
算
す
れ
ば

よ
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
積
分

(数
値
積
分
)
す
る
た
め
の
基
本
原
理
は
簡
単
で
あ
る
。

積
分

∫ T 0
f
(x
)d
t
は

t
対

f
(x
)
の
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
図

1
斜
線
部
の
面
積
を
求
め
る
事
に
他
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
図

2
の
様
に

t
軸
方
向
に
分
割
し
て
小
さ
な
四
角
形
を
作
り
、
こ
れ
ら
の
面
積
の
総
和
を
求
め
れ
ば
よ

い
。
こ
の
時
、
小
さ
く
分
割
す
る
と
よ
り
正
確
な
面
積
が
求
ま
る
が
計
算
量
は
増
え
、
逆
に
大
き
く
分
割
す
る

と
粗
い
近
似
値
し
か
得
ら
れ
な
い
。

x
(T

)
を
求
め
る
計
算
を
式
で
表
す
と
、

x
(T

)
−
x
(0
)
=

∫ T t=
0

f
(t
)d
t

≃
f
(0
)δ
t
+
f
(δ
t)
δt

+
f
(2
δt
)δ
t
+
..
..
..
..
+
f
((
n
−
1)
δt
)δ
t

=
n
−
1 ∑ i=
0

f
(t

i)
δt

=
x
(t

n
)
−
x
(t

0
)

(2
.2
)
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と
な
る
。
た
だ
し
、
T

=
n
δt

=
t n
と
し
た
。
き
ざ
み

δt
は
分
割
の
幅
を
表
し
て
い
る
。
任
意
時
刻

T
の

x
(T

)
を
知
る
に
は

n
-1
回
の
足
し
算
が
必
要
に
な
る
。

こ
こ
で

x
(t

1
),
x
(t

2
),
..
..
.,
x
(t

n
)
を
次
々
と
効
率
良
く
求
め
る
に
は
、
こ
の
式
を
少
し
変
形
し
た
方
が
よ

い
。
具
体
的
に
は
式

(1
.2
)
中
の
す
べ
て
の

n
を

n
-1
と
し
た
式
と
式

(1
.2
)
を
引
き
算
し
て
、

x
(t

n
)
−
x
(t

n
−
1
)
=

f
(t

n
−
1
)δ
t

(2
.3
)

と
す
る
。
す
る
と

x
(t

1
)
は

x
(t

1
)
=

x
(t

0
)
+
f
(t

0
)δ
t
か
ら
求
ま
り
、x

(t
2
)
は

x
(t

2
)
=

x
(t

1
)
+
f
(t

1
)δ
t

と
い
う
よ
う
に

x
(t

i)
は
次
々
求
ま
る
。
ち
な
み
に
式

(1
.3
)
を

δt
で
割
る
と
、
δt
が
十
分
小
さ
い
極
限
で
そ

れ
は
微
分
に
関
す
る
『
平
均
値
の
定
理
』
を
意
味
し
て
い
る
。

以
上
の
内
容
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
現
す
る
と
”d

x
d
t.
c”
(4
ペ
ー
ジ
)
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
f
(x
)
=

a
∗
x
,δ
t
=

d
t
に
な
っ
て
い
る
。
初
め
に
積
分
定
数
と
し
て

x
(t

0
)
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
に
注
意
せ
よ

(こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
適
当

(x
0
=

1
.0
)
に
与
え
て
あ
る
)。

コ
ン
パ
イ
ル
コ
マ
ン
ド
お
よ
び
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
始
め
に
書
い
て
あ
る
通
り
で
あ
る
。

コ
ラ
ム

(
コ
ン
パ
イ
ル
オ
プ
シ
ョ
ン
)

こ
こ
で
触
れ
て
い
る
コ
ン
パ
イ
ル
オ
プ
シ
ョ
ン
"
-
l
m
"
は
、
"
l
i
b
m
.
a
"
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
コ
ン
パ
イ
ル
時

に
リ
ン
ク
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
"
l
i
b
m
.
a
"
と
い
う
の
は
数
学
関
数
の
た
め
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
で
す
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
で

数
学
関
数
を
使
う
場
合
に
は
、
こ
う
い
っ
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
リ
ン
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

[予
習
課
題
１
]

d
x d
t
=

a
x
の
一
般
解
を
求
め
よ
。

ま
た
、
a
=

−
1
と
し
、
初
期
条
件
と
し
て
、
t
=

0
に
お
い
て

x
=

1
と
し
た
時
の
解
を
求
め
よ
。

[課
題
１
] サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

d
x
d
t
.
c
を
コ
ン
パ
イ
ル
・
計
算
実
行
せ
よ
。

t
=

1
.0
の
時
点
で
の
厳
密
解

x
(1
.0
)
と
の
誤
差
を

d
t
と
の
関
係
で
評
価
せ
よ
。

つ
ま
り
、
d
t
の
値
を
変
更
し
、
d
t
と
誤
差

(t
=

1
)
の
関
係
を
調
べ
よ
。

( 注
意
、
t
=

n
∗
d
t
な
の
で
、
t
=

1
. 0
ま
で
計
算
す
る
時
に

d
t
を
小
さ
く

(大
き
く
)
す
れ
ば

n
を

大
き
く

(小
さ
く
)
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
す
で
に

d
t
か
ら

n
を
計

算
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
)

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
d
t
と
誤
差
の
関
係
を
グ
ラ
フ
で
表
す
こ
と
。

2.
1

d
x
/d

t
=

a
x
の
数
値
積
分
法

(一
次
精
度
計
算
)

5

✓
✏

/
*
-
-
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
*
/

/
*

F
i
l
e

N
a
m
e
:

d
x
d
t
.
c

*
/

/
*

c
o
m
p
i
l
e
:
g
c
c

d
x
d
t
.
c

-
l
m

*
/

/
*
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
*
/

#
i
n
c
l
u
d
e
<
s
t
d
i
o
.
h
>

#
i
n
c
l
u
d
e
<
s
t
d
l
i
b
.
h
>

#
i
n
c
l
u
d
e
<
m
a
t
h
.
h
>

/
*
数
値
積
分
法

1
*
/

m
a
i
n
(
)

{

i
n
t
i
,

n
;

f
l
o
a
t
t
,

d
t
,

x
0
,

x
1
,

a
;

/
*
初
期
値
設
定

*
/

t
=

0
.
0
;

/
*
初
期
時
間

*
/

x
0
=

1
.
0
;

/
*
初
期
位
置

*
/

a
=

-
1
.
0
;

/
*
定
数

*
/

/
*
時
間
刻
み
の
読
み
込
み

*
/

p
r
i
n
t
f
(
"
I
N
P
U
T
D
A
T
A

d
t

=
=
>

"
)
;

s
c
a
n
f
(
"
%
f
"
,
&
d
t
)
;

/
*
分
割
数

n
の
決
定

*
/

n
=
(
i
n
t
)
(
1
.
0
/
d
t
)
;

p
r
i
n
t
f
(
"
0
0
\
t
,
t
=
%
f
\
t
,
x
(
t
)
=
%
f
\
n
"
,
t
,

x
0
)
;

f
o
r
(
i
=
0
;
i
<
=
n
;
i
+
+
)

{

x
1

=
x
0

+
a
*
x
0
*
d
t
;

t
=

t
+

d
t
;

p
r
i
n
t
f
(
"
%
0
2
d
\
t
,
t
=
%
f
\
t
,
x
(
t
)
=
%
f
\
n
"
,

i
+
1
,

t
,

x
1
)
;

x
0

=
x
1
;

} p
r
i
n
t
f
(
"
T
H
E
E
N
D
\
n
"
)
;

}
✒

✑
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2.
2

d
v
/d
t
=

a
x
の
数
値
積
分
法

(一
次
精
度
計
算
)

次
に
、
微
分
方
程
式

d
2
x
/d

t2
=

f
(x
)
を
考
え
よ
う
。

こ
れ
は
力

f(
x
)
の
も
と
で
の
質
点
の
運
動
方
程
式
で
あ
る
。
変
形
す
る
と

d
v
/d

t
=

f
(x
)
=

a
x

d
x
/d

t
=

v
(2
.4
)

と
書
け
る
。
2.
1
と
同
様
に
し
て
、
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
を
同
時
に
解
け
ば
よ
い
。

[予
習
課
題
２
]

d
2
x

d
t2

=
a
x
の
一
般
解
を
求
め
よ
。

ま
た
、
a
=

−
1
と
し
、
初
期
条
件
と
し
て
、
t
=

0
に
お
い
て

x
=

1
,v

=
0
と
し
た
時
の
解
を
求

め
よ
。

[課
題
２
] 未
完
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
次
ペ
ー
ジ
に
示
す
。
f
(x
)
=

a
∗
x
の
場
合
に
つ
い
て
サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
(d
v
d
t
.
c
)
を
コ
ピ
ー
し
て
修
正
し

(*
**
*の
部
分
を
直
し
)、
完
成
さ
せ
よ
。
ま
た
、
完
成
し
て
い

る
こ
と
を
示
す
結
果
を
提
示
し
、
説
明
し
な
さ
い
。

2.
2

d
v
/d

t
=

a
x
の
数
値
積
分
法

(一
次
精
度
計
算
)

7
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✏
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p
i
l
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/
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l
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d
e
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s
t
d
i
o
.
h
"

#
i
n
c
l
u
d
e
"
s
t
d
l
i
b
.
h
"

#
i
n
c
l
u
d
e
"
m
a
t
h
.
h
"

/
*
数
値
積
分
法
２

*
/

m
a
i
n
(
)

{

i
n
t

i
,
n
;

f
l
o
a
t
t
,
d
t
,
x
0
,
x
1
,
v
0
,
v
1
,
a
;

t
=

0
.
0
;

x
0
=
1
.
0
;

v
0
=
0
.
0
;

a
=
-
1
.
0
;

p
r
i
n
t
f
(
"
I
N
P
U
T
D
A
T
A

d
t

?
\
n
"
)
;

s
c
a
n
f
(
"
%
f
"
,
&
d
t
)
;

n
=

(
i
n
t
)
(
1
.
0
/
d
t
)
;

p
r
i
n
t
f
(
"
0
0
\
t
t
=
%
f
\
t
x
(
t
)
=

%
f
\
t
v
(
t
)
=

%
f
\
n
"
,
t

,
x
0

,
v
0
)
;

f
o
r
(
i
=
0

;
i
<
=
n

;
+
+
i
)

{

x
1
=

*
*
*
*
;

v
1
=

*
*
*
*
;

t
=

t
+

d
t
;

p
r
i
n
t
f
(
"
%
0
2
d
\
t
t
=
%
f
\
t
x
(
t
)
=

%
f
\
t
v
(
t
)
=

%
f
\
n
"
,
i
+
1
,
t
,
x
1
,
v
1
)
;

x
0
=

x
1
;

v
0
=

*
*
*
*
;

} p
r
i
n
t
f
(
"
T
H
E

E
N
D

\
n
"
)
;

}
✒

✑
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2.
3
二
天
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

二
連
星
や
地
球
と
人
工
衛
星
の
場
合
な
ど
、
二
天
体
の
運
動
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
。
二
次
元
の
場

合
、
一
般
的
な
運
動
方
程
式
は
、 m

d
2
x
/d

t2
=

F
x
,

m
d
2
y
/
d
t2

=
F
y

(2
.5
)

で
あ
る
。
(F

x
,F

y
)
を
天
体
に
加
わ
る
万
有
引
力
と
し
、
m

1
,m

2
を
天
体
の
質
量
と
す
る
。
天
体

m
1
に
つ

い
て
は
、
d
v
d
t.
c
と
同
様
に
、
こ
れ
を

m
1
d
V
x
/d

t
=

F
x
,

m
1
d
V
y
/d

t
=

F
y

(2
.6
a)

d
x
/d

t
=

V
x
,

d
y
/d

t
=

V
y

(2
.6
b
)

と
書
き
直
す
。

天
体

m
1
,m

2
の
位
置
を
そ
れ
ぞ
れ

(x
1
,y

1
,z

1
),
(x

2
,y

2
,z

2
)
と
す
る
と
天
体

m
1
に
働
く
万
有
引
力
は
、

(F
x
1
,F

y
1
)
=

(−
G
m

1
m

2
r x
/|
r|

3
,−

G
m

1
m

2
r y
/|
r|

3
)

(2
.7
)

た
だ
し
、
r x

=
(x

1
−

x
2
),

r y
=

(y
1
−

y 2
),

r
=

(r
2 x
+

r2 y
)1

/
2
で
あ
る
。
つ
ま
り

r
は
２
天
体
間
の

距
離
で
あ
る
。

一
方
、
m

2
の
方
は

(作
用
反
作
用
の
法
則
に
よ
り
)
符
号
を
逆
に
し
た
だ
け
の

(F
x
2
,F

y
2
)

=

(G
m

1
m

2
r x
/
|r
|3
,

G
m

1
m

2
r y
/|
r|

3
)
と
す
れ
ば
よ
い
。

[予
習
課
題
３
]

C
言
語
に
よ
る
、
外
部
フ
ァ
イ
ル
へ
の
出
力
方
法
に
つ
い
て
調
べ
よ
。

[課
題
３
] 以
下
の
未
完
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
、
gn

u
p
lo
t
で
天
体
の
軌
道
を
作
図
せ
よ
。
ま
た
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
標
準
出
力
へ
結
果
を
出
力
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
、
外
部
フ
ァ
イ
ル
へ
出
力
す
る

よ
う
に
変
更
し
な
さ
い
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
フ
ァ
イ
ル
は
、
授
業
情
報
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
も
の
を
利
用
せ
よ
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
初
期
条
件
等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
条
件
を
必
ず

記
述
す
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の

te
n
ta
i.
c
の
条
件
で
は
二
天
体
は
同
一
円
軌
道
を
描
く
は
ず
で
あ
る
。

同
一
円
軌
道
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
な
ら
な
い
理
由
を
示
せ
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
文
章
だ
け
で
な
く
、

グ
ラ
フ
を
用
い
て
示
す
こ
と
。

2.
3
二
天
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

9
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*
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#
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n
c
l
u
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e
<
s
t
d
i
o
.
h
>

#
i
n
c
l
u
d
e
<
s
t
d
l
i
b
.
h
>

#
i
n
c
l
u
d
e
<
m
a
t
h
.
h
>

/
*
二
天
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

*
/

/
*
万
有
引
力
を
計
算

*
/

v
o
i
d
f
o
r
c
e
(
x
1
,

y
1
,

x
2
,

y
2
,

m
m
g
,

f
x
,

f
y
)

f
l
o
a
t
x
1
,
y
1
,
x
2
,
y
2
,
m
m
g
,
*
f
x
,
*
f
y
;

{
f
l
o
a
t

r
,

x
x
,
y
y
;

x
x

=
x
1
-
x
2
;

y
y

=
y
1
-
y
2
;

r
=

s
q
r
t
(
x
x
*
x
x

+
y
y
*
y
y
)
;

*
f
x

=
-
m
m
g
*
x
x
/
(
r
*
r
*
r
)
;

*
f
y

=
-
m
m
g
*
y
y
/
(
r
*
r
*
r
)
;

} m
a
i
n
(
)

{
i
n
t

i
,

j
,
n
;

f
l
o
a
t

t
,

d
t
,
g
,

f
x
1
,

f
y
1
,

m
1
,

m
2
;

f
l
o
a
t

x
0
[
2
]
,

x
1
[
2
]
,
v
x
0
[
2
]
,

v
x
1
[
2
]
;

f
l
o
a
t

y
0
[
2
]
,

y
1
[
2
]
,
v
y
0
[
2
]
,

v
y
1
[
2
]
;

/
*

[
0
]
:
天
体
１
,

[
1
]
:
天
体
２

*
/

n
=

2
0
0
;

/
*
時
間
ス
テ
ッ
プ
数

*
/

t
=

0
.
0
;

d
t

=
0
.
0
5
;

/
*
時
間
刻
み

*
/

g
=

4
.
0
;

/
*
重
力
定
数

*
/

m
1

=
1
.
0
;

m
2

=
1
.
0
;

/
*
天
体
質
量

*
/

/
*
初
期
位
置
の
設
定

*
/

x
0
[
0
]

=
1
.
0
;

y
0
[
0
]

=
0
.
0
;

x
0
[
1
]

=
-
1
.
0
;

y
0
[
1
]
=

0
.
0
;

/
*
初
期
速
度
の
設
定

*
/

v
x
0
[
0
]

=
0
.
0
;

v
y
0
[
0
]

=
1
.
0
;

v
x
0
[
1
]

=
0
.
0
;

v
y
0
[
1
]

=
-
1
.
0
;

f
o
r
(
i
=
0
;
i
<
n
;
i
+
+
)

{
f
o
r
c
e
(
x
0
[
0
]
,
y
0
[
0
]
,
x
0
[
1
]
,
y
0
[
1
]
,
m
1
*
m
2
*
g
,
&
f
x
1
,
&
f
y
1
)
;

/
*
d
t
後
の
各
天
体
の
位
置
と
速
度
を
求
め
る

*
/

x
1
[
0
]
=

v
x
1
[
0
]
=

y
1
[
0
]
=

v
y
1
[
0
]
=

x
1
[
1
]
=

v
x
1
[
1
]
=

y
1
[
1
]
=

v
y
1
[
1
]
=

p
r
i
n
t
f
(
"
%
f
\
t
%
f
\
t
%
f
\
t
%
f
\
t
%
f
\
n
"
,
t
,

x
1
[
0
]
,

y
1
[
0
]
,

x
1
[
1
]
,

y
1
[
1
]
)
;

f
o
r
(
j
=
0
;
j
<
2
;
j
+
+
)

{
x
0
[
j
]

=
v
x
0
[
j
]
=

y
0
[
j
]

=
v
y
0
[
j
]
=

} t
=

t
+

d
t
;

}
} ✒

✑



第
2
章

常
微
分
方
程
式
の
数
値
計
算

[課
題
４
] 標
準
入
力
等
か
ら
初
期
条
件

(位
置
、
速
度
等
)
を
変
更
で
き
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
正
し
、
つ

ま
り
、
初
期
条
件
を
変
更
す
る
た
び
に
コ
ン
パ
イ
ル
し
な
お
す
必
要
が
な
い
よ
う
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

初
期
条
件
に
よ
り
天
体
の
軌
道
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
せ
よ
。

2
つ
以
上
の
条
件
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
そ
の
結
果
を
レ
ポ
ー
ト
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
レ
ポ
ー

ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
初
期
条
件
の
設
定
根
拠
も
同
時
に
示
す
こ
と
。

[課
題
５
：
発
展
課
題
]

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
象
の
天
体
の
数
を
柔
軟
に
増
や
せ
る
よ
う
に
課
題

4
で
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
改
良
し
、
適
切
な
パ
ラ
メ
タ
の
も
と
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
し
た
結
果
を
示
せ
。
少
な
く
と

も
、
天
体
の
数
が

3、
6
、
10
の
場
合
を
調
べ
、
(1
)
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
が
ど
の
程
度
信
頼
で

き
る
（
正
し
い

or
誤
差
が
少
な
い
）
と
言
え
る
の
か
、
(2
)
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
か
ら
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
言
え
る
の
か
を
示
せ
。

[課
題
６
：
発
展
課
題
]

こ
れ
ま
で
出
て
き
た
以
外
の
微
分
方
程
式
を
数
値
的
に
解
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
せ
よ
。

落
下
運
動
や
空
気
抵
抗
を
考
慮
し
た
落
下
運
動
。
減
衰
振
動
な
ど
、
ど
ん
な
問
題
で
も
構
わ
な
い
。



1
離
散
・
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
レ
ポ
ー
ト
提
出
の
注
意
事
項

2
0
20
年

4
月

20
日

「
離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
」「
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
」
の
レ
ポ
ー
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
を

1
つ
に
ま
と
め
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
は

2
つ
の
実
験
の
最
終
日
か
ら

1
週
間
後
で
す
。
20
2
0
年
度
（
令
和

2
年
度
）
の
場
合
は

5
月

29
日

と
な
り
ま
す
。

課
題
の
進
捗
は
自
身
の
進
め
易
い
よ
う
に
し
て
構
い
ま
せ
ん
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
第

1-
2
回
目
を
離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
に
、
第

3-
4
回
目
を
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
に
割
り
当
て
て
進
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第

5
回
目

は
全
て
の
課
題
を
一
通
り
完
了
し
た
状
態
で
残
さ
れ
た
問
題
を
解
決
す
る
、
あ
る
い
は
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
た
め
に
解
決
す
べ
き
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
を
主
な
目
標
に
し
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
う
ま
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
計
画
を
立

て
て
進
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
強
調
し
て
お
き
ま
す
が
、
合
格
点
を
得
る
た
め
の
絶
対
条
件
は
全
て
の
課
題
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
こ
と
を
検
証
で
き
る
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
で
す
。
課
題
が

1
つ
で
も
完
了
し
て
い
な
い
状
態
で
合
格
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
課
題
の
完
了
は
レ
ポ
ー
ト
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
の
説
明
も
デ
ー
タ
も
示

さ
れ
て
い
な
い
課
題
が
あ
れ
ば
、
そ
の
課
題
は
未
完
了
で
す
。
課
題
が
完
了
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
示
す
の
は
レ
ポ
ー
ト
提
出
者

で
す
。
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
方
法
は
レ
ポ
ー
ト
中
で
説
明
し
検
証
す
る
こ
と
で
す
。
以
上
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
課
題
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

1
.1
提
出
す
る
も
の

現
時
点
で
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
「
離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
」「
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
」

の
レ
ポ
ー
ト
提
出
方
法
は
電
子
メ
ー
ル
へ
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
も
の
で
す
。
遠
隔
授
業
で
の
実
施
に
伴
い
、
別
の
手
段
も
提

供
す
べ
く
準
備
し
て
い
ま
す
。
準
備
が
完
了
し
た
ら
、
そ
の
説
明
も
し
ま
す
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
の
際
に
困
難
が
あ
れ
ば
、

そ
の
状
況
を
具
体
的
に
説
明
し
て
質
問
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
へ
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
場
合
、
以
下
の
規
定
を
満
た
し
て
く
だ
さ
い
。

 
レ
ポ
ー
ト
提
出
先
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
以
下
の
通
り
で
す
。

s
i
m
u
l
a
t
i
o
n
@
c
o
m
p
.
c
s
.
e
h
i
m
e
-
u
.
a
c
.
j
p

 
レ
ポ
ー
ト
提
出
メ
ー
ル
の

S
u
b
je
ct
:
は
以
下
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

e1
8x

x
A
B
C
D
情
報
工
学
実
験

2
レ
ポ
ー
ト

※
「
e1
8x

x
A
B
C
D
」
の
部
分
を
情
報
工
学
科
教
育
用
計
算
機
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
、
提
出
者
の
ユ
ー
ザ

ID
に
置
き
換

え
て
く
だ
さ
い
。

 
送
信
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
学
科
提
供
の
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

送
信
を
学
内
か
ら
行
な
え
と
い
う
意
味
で
も
、
学
内
か
ら
行
な
え
ば
良
い
と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
学
外
か
ら
の

送
信
の
場
合
も
送
信
者
の
ア
ド
レ
ス
を
以
下
の
形
式
の
も
の
に
変
え
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

e
1
8
x
x
A
B
C
D
@
c
s
.
e
h
i
m
e
-
u
.
a
c
.
j
p

ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
者
と
送
信
者
は
一
致
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
代
理
提
出
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

学
外
か
ら
の
送
信
が
必
要
で
か
つ
送
信
元
の
ア
ド
レ
ス
を
指
示
通
り
に
変
更
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
場

合
は
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

 
2
つ
の
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ

1
つ
の

P
D
F
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
、
2
つ
の

P
D
F
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
て
く

1

だ
さ
い
。
フ
ァ
イ
ル
名
は
以
下
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
：

e1
8x

x
A
B
C
D
-r
is
an

.p
d
f

連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
：

e1
8x

x
A
B
C
D
-r
en
zo
k
u
.p
d
f

P
D
F
フ
ァ
イ
ル
に
は
閲
覧
・
印
刷
・
改
変
等
の
制
限
は
一
切
つ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
L
aT

eX
/
M
ic
ro
so
ft
オ
フ
ィ
ス
を
使
っ
た
場
合
は
学
科
計
算
機
室
で

P
D
F
フ
ァ
イ
ル
へ
の
変
換
が
可
能
で

す
。
情
報
工
学
科
の
学
生
は

M
ic
ro
so
ft
オ
フ
ィ
ス
お
よ
び
関
連
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
追
加
の
利
用
料
金
な
し
で
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
権
利
を
有
し
て
い
ま
す
。
L
ib
re
O
ffi
ce
等
の

O
p
en
offi

ce
.o
rg
と
そ
の
互
換
ソ
フ
ト
は

P
D
F
フ
ァ
イ
ル

へ
の
出
力
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

 
2
つ
の
実
験
で
最
終
的
に
作
成
す
る
こ
と
の
で
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ソ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
離
散
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
で
は
課
題

6
に
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
で
は
課
題

4
お
よ
び
発
展

課
題
に
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
対
象
で
す
。
フ
ァ
イ
ル
の
件
数
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
験
の
フ
ァ
イ
ル
を
一
つ
の

圧
縮
書
庫
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
イ
ル
名
は
以
下
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
：

e1
8x

x
A
B
C
D
-r
is
an

.t
g
z

連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
：

e1
8x

x
A
B
C
D
-r
en
zo
k
u
.t
gz

上
記
以
外
の
フ
ァ
イ
ル
名
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
圧
縮
書
庫
フ
ァ
イ
ル
の
形
式
は

ta
r
形

式
を

gz
形
式
で
圧
縮
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
文
字
コ
ー
ド
の
扱
い
に
問
題
の
多
い

zi
p
フ
ァ
イ
ル
等
の
形
式
は
使
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

 
電
子
メ
ー
ル
本
文
に
提
出
者
と
添
付
フ
ァ
イ
ル
の
情
報
を
呈
示
し
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に
事
情
の
無
い
限
り
、
以
下
の
様
式
を
修
正
し
電
子
メ
ー
ル
本
文
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。

✓
✏

「
離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
」「
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
」
課
題
提
出

提
出
者
氏
名
：
○
○
×
×

学
籍
番
号
：

0
1
2
3
4
5
6
7
8
X

添
付
フ
ァ
イ
ル
一
覧

レ
ポ
ー
ト
本
文
:

e
1
8
x
x
A
B
C
D
-
r
i
s
a
n
.
p
d
f
,
e
1
8
x
x
A
B
C
D
-
r
e
n
z
o
k
u
.
p
d
f

作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
ソ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル

離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験

(
e
1
8
x
x
A
B
C
D
-
r
i
s
a
n
.
t
g
z
に
格
納
)

e
1
8
x
x
A
B
C
D
-
r
i
s
a
n
.
c
,
e
1
8
x
x
A
B
C
D
-
r
i
s
a
n
-
i
n
p
u
t
g
r
a
h
.
c

連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験

(
e
1
8
x
x
A
B
C
D
-
r
e
n
z
o
k
u
.
t
g
z
に
格
納
)

e
1
8
x
x
A
B
C
D
-
r
e
n
z
o
k
u
.
c

～
以
下
省
略
～

✒
✑

1
.2
レ
ポ
ー
ト
の
内
容

授
業
時
間
中
の
実
験
だ
け
で
な
く
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
も
学
習
・
教
育
の
重
要
な
機
会
で
す
。
十
分
に
注
力
し
て
く
だ
さ
い
。

■
離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
に
つ
い
て

レ
ポ
ー
ト
を
書
き
始
め
る
前
に
、
テ
キ
ス
ト
全
体
を
読
み
直
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
実
験
は
課
題
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
最
後
の
課
題
で
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
、
実
行
に
必
要
な
準
備
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
に
著
さ
れ
た
筋
道
を
よ
く
理
解
し
て
、
筋
道
に
沿
っ
た
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。

離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
で
は
、
課
題

6
で
作
成
す
る
最
短
経
路
探
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
必
要
な
要
素
を
一
つ
ず
つ

完
成
す
る
よ
う
に
課
題
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
課
題
の
意
図
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ

2



さ
い
。

課
題

1
・
2
で
は
、
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
で
扱
う
た
め
の
デ
ー
タ
構
造
と
そ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
の
作

成
、
動
作
確
認
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
こ
こ
で
採
用
し
て
い
る
デ
ー
タ
構
造
と
そ
の
入
出
力
の
仕
組
み
を
説
明

し
、
実
際
に
説
明
し
た
通
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題

3
で
は
、
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
の
入
力
に
際
し
て
「
グ
ラ
フ
の
頂
点
数
を
自
由
に
定
め
ら
れ
る
」
こ
と
を
最
終
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
要
件
と
捉
え
て
、
そ
の
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
に
ヒ
ン
ト
の
提
示
は
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
実

現
方
法
は
各
自
に
任
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
採
用
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
そ
れ
を
実
現
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
を
作
成
し
ま

す
。
方
法
と
実
装
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
）
に
つ
い
て
検
討
し
決
定
し
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
両
方
を
評
価
し
て
説
明
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
採
用
し
た
方
法
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
様
上
の
制
限
が
生
じ
て
い
る

の
か
、
実
際
の
計
算
機
資
源
の
元
で
の
実
装
に
適
し
た
仕
様
で
あ
る
の
か
評
価
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
確
保
で
き
る
、
あ
る
い
は
利
用
で
き
る
グ
ラ
フ
の
頂
点
数
の
限
界
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
に
お
い
て
重
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
採
用
し
た
方
法
に
由
来
す
る
制
限
が
現
実
的
に
確
保
で
き
る
頂
点
数
に
比
し
て
十
分
に
大
き
い
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
無
い
こ

と
に
な
る
の
は
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。
評
価
の
視
点
は
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
重
要
だ
と
思
え
る
視

点
か
ら
論
理
的
な
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
2
つ
の
独
立
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ポ
ー
ト
は

2
つ
の
実
験
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ま
と
め
た

2
つ
の
文

書
と
な
り
ま
す
。
適
切
に
体
裁
を
整
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
2
つ
の
文
書
に
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
・

表
題
を
つ
け
る
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
」
と
「
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
」
を
独
立
し
て
評
価
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
で

完
結
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一
方
の
レ
ポ
ー
ト
を
理
解
す
る
た
め
に
も
う
一
方
の
あ
る
部
分
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
よ
う
な
状
況
が
無
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

同
様
に
,
レ
ポ
ー
ト
の
説
明
を
理
解
す
る
た
め
に
実
験
テ
キ
ス
ト
や
他
の
資
料
を
参
照
す
る
必
要
が
無
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
例
え
ば
、
課
題
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
の
無
い
ま
ま
、
そ
の
結
果
や
、
回
答
の
み
を
示
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
必
要
な
記
述

は
全
て
レ
ポ
ー
ト
中
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。

■
「
図
表
」
を
文
章
で
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
、
レ
ポ
ー
ト
中
に
示
さ
れ
る
本
文
以
外
の
文
書
や
図
、
表
等
を
全
て

含
め
て
「
図
表
」
と
呼
び
ま
す
。
図
表
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
結
果
、
テ
キ
ス
ト
等
か
ら
引
用
さ
れ
た

文
章
を
含
み
ま
す
。

こ
う
し
た
図
表
に
つ
い
て
、
必
ず
本
文
中
で
十
分
な
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。
本
文
で
説
明
を
し
な
い
図
表
は
削
除
し
て
く
だ

さ
い
。
図
表
の
説
明
で
は
、
そ
の
出
自
と
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

書
籍
や
資
料
か
ら
引
用
し
た
図
表
に
は
、
引
用
元
を
特
定
で
き
る
分
か
り
易
い
情
報
を
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
書
籍
で
あ
れ

ば
、
著
者
・
書
名
・
出
版
社
・
引
用
箇
所
の
情
報
を
文
中
で
述
べ
る
か
、
傍
注
・
脚
注
に
注
記
す
る
、
文
末
に
ま
と
め
て
提
示
し

ま
す
。
提
示
方
法
は
各
自
で
最
も
適
切
な
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
1
つ
の
レ
ポ
ー
ト
中
で
情
報
提
示
の
仕
方
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
る
こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
実
験
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
引
用
の
場
合
も
同
様
に
引
用
元
と
し
て
テ
キ
ス
ト
を
挙
げ
情

報
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。
引
用
で
な
い
図
表
は
全
て
、
何
ら
か
の
方
法
で
自
ら
作
成
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

出
自
に
つ
い
て
責
任
を
持
っ
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

引
用
の
場
合
も
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
、
図
表
は
本
文
の
説
明
を
補
強
す
る
も
の
で
す
。
文
章
の
代
り
に
図
表
を
用
い
る
の
で

は
な
く
、
図
表
を
見
る
こ
と
で
文
章
が
明
確
に
な
り
、
分
か
り
易
く
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
表
か
ら
読
み
取
る

こ
と
の
で
き
る
情
報
は
様
々
で
す
。
同
じ
図
表
を
示
し
た
か
ら
と
い
っ
て
誰
も
が
同
じ
部
分
に
注
目
し
、
同
じ
こ
と
を
連
想
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
表
か
ら
何
を
読
み
取
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
判
断
を
す
る
べ
き
な
の
か
、
文
章
で
明
確
に
示
し
て
く
だ

さ
い
。
例
え
ば
「
結
果
は
図
×
の
通
り
」「
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト
○
を
作
成
し
た
」
と
い
う
文
は
、
そ
の
図
表
が
何
を
意
図
し
た

も
の
か
、
呈
示
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
か
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
図

x
の
項
目

y
と

z
を
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比
較
す
れ
ば
、
計
算
時
間
が
…
」
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に
、
曖
昧
な
部
分
の
無
い
よ
う
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

以
下
の

3
点
の
欠
け
た
図
表
は
示
す
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
減
点
対
象
で
あ
り
、
レ
ポ
ー
ト
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん
。

1.
引
用
資
料
が
何
で
あ
る
か

2.
引
用
資
料
の
ど
の
部
分
か
ら
ど
の
よ
う
な
情
報
が
読
み
取
れ
る
の
か

3.
引
用
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
か
ら
ど
の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
る
の
か

■
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
本
文
中
の
引
用
を
区
別
し
て
く
だ
さ
い
。

課
題
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
が
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
は
完
成

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ソ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
コ
ン
パ
イ
ル
等
の
確
認
を
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
レ
ポ
ー
ト
本
文
中
の
引
用
と
は
別
の
も
の
で
す
。

レ
ポ
ー
ト
本
文
中
の
説
明
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
参
照
す
る
の
で
は
な

く
、
レ
ポ
ー
ト
中
に
必
要
箇
所
を
引
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
引
用
の
際
は
、
引
用
資
料
と
し
て
十
分
な
説
明
を
付
与
し
て
く

だ
さ
い
。
逆
に
レ
ポ
ー
ト
本
文
中
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
引
用
し
た
場
合
で
も
、
こ
れ
を
添
付
フ
ァ
イ
ル

の
代
わ
り
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ソ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
が
必
要
な
場
合
は
レ
ポ
ー
ト
本
文
と
は
別
の
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
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レ
ポ
ー
ト
評
価
基
準

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
が
情
報
工
学
実
験

2
の
学
習
・
教
育
目
標
の
一
つ
で
す
。
離
散
・
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
実
験
で
は
実
験
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
よ
り
こ
の
目
標
を
達
成
し
ま
す
。
授
業
時
間
中
に
十
分
な
実
習
を
済
ま
せ
て
い
て
、
質
問

等
で
疑
問
を
解
決
し
て
い
れ
ば
、
十
分
な
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
。
実
験
の
内
容
を
正
し
く
説
明
で
き
れ
ば
全
員
が
レ
ポ
ー
ト
を

受
理
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も
、
再
提
出
が
必
要
に
な
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
場
合
で
す
。

 
レ
ポ
ー
ト
の
説
明
に
欠
落
や
間
違
い
が
あ
る
。

結
論
や
結
論
に
至
る
説
明
に
間
違
い
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
比
較
的
多
い
の
が
、

何
故
そ
の
結
論
に
至
る
の
か
説
明
が
無
い
こ
と
、
根
拠
と
な
る
事
実
や
情
報
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

実
験
時
間
中
に

T
A
の
方
々
や
教
員
の
説
明
す
る
こ
と
は
、
作
業
を
進
め
、
自
ら
学
習
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
で
す
。
与
え

ら
れ
た
ヒ
ン
ト
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、
調
査
・
学
習
を
し
た
成
果
を
レ
ポ
ー
ト
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

 
必
須
課
題
が
完
了
し
て
い
な
い

必
須
課
題
は
全
て
完
了
し
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
課
題
の
要
求
の
一
部
で
も
満
た
さ
な
い
場
合
は
、
レ
ポ
ー
ト
は

受
理
さ
れ
ま
せ
ん
。
未
完
了
の
必
須
課
題
が
あ
る
場
合
は
、
自
習
・
補
習
に
よ
り
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 
提
出
物
が
揃
わ
な
い

提
出
物
が
全
て
揃
う
ま
で
は
レ
ポ
ー
ト
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん
。
離
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
、
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
を
両
方
完
成
さ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
片
方
ず
つ
バ
ラ
バ
ラ
に
提
出
す
る
こ
と
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

 
文
章
表
現
に
問
題
が
あ
る

内
容
を
理
解
す
る
の
が
困
難
な
文
章
は
、
譬
え
そ
の
意
図
が
正
し
く
て
も
レ
ポ
ー
ト
を
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
問
題
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

–
説
明
の
文
章
が
不
十
分
も
し
く
は
存
在
し
な
い
。

–
文
法
的
間
違
い
や
、
論
理
的
矛
盾
に
よ
り
文
意
が
確
定
し
な
い
。

–
図
表
の
提
示
の
み
で
文
章
に
よ
る
説
明
が
無
い
。

C
の
関
数
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
要
素
だ
け
で
は
「
文
章
」
に
な
り
ま
せ
ん
。
箇
条
書
の
リ
ス
ト
も
「
文
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章
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
外
の
文
書
か
ら
の
引
用
は
図
表
と
し
て
提
示
し
、
そ
の
内
容
を
別
途
文
章

で
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

–
誤
字
・
脱
字
、
言
葉
や
記
号
の
用
法
に
間
違
い
が
あ
る

誤
字
脱
字
、
引
用
符
が
対
応
し
て
い
な
い
、
形
式
段
落
の
字
下
げ
が
正
し
く
な
い
、
句
読
点
の
使
い
方
が
お
か
し
い
、

C
の
関
数
名
や
変
数
名
の
大
文
字
・
小
文
字
の
間
違
い
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。

–
文
体
の
不
統
一
、
語
法
の
揺
れ
・
乱
れ
が
あ
る

「
で
す
・
ま
す
調
」「
だ
・
で
あ
る
調
」
の
混
在
、
箇
条
書
等
以
外
の
場
所
で
の
体
現
止
め
の
乱
用
を
避
け
、
仮
名
漢

字
使
い
・
送
り
仮
名
の
レ
ポ
ー
ト
中
の
用
法
は
統
一
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
じ
事
物
を
別
の
表
現
で
表
し
た

り
、
別
の
事
物
を
同
じ
表
現
で
表
し
た
り
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 
必
要
な
情
報
が
示
さ
れ
て
い
な
い

レ
ポ
ー
ト
作
成
者
の
知
識
で
は
な
く
、
レ
ポ
ー
ト
読
者
の
知
識
に
沿
っ
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
書
く
人
だ
け
が
知
っ
て

い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
説
明
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
一
般
常
識
と
、
実
際
に
レ
ポ
ー
ト
中
に
記
述
の
あ

る
こ
と
だ
け
で
、
全
て
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
、
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
テ
ス
ト
環
境
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
バ
が
あ
る
か
等
、
実
験
室
の
環
境
に
つ
い
て
の
知

識
、
サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
等
、
テ
キ
ス
ト
に
書
い
て
あ
る
こ
と
、
実
験
時
間
中
に
教
員
・
T
A
の
説
明
し
た
こ

と
、
は
全
て
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

 
章
・
節
・
項
目
の
題
名
と
、
そ
の
内
容
が
一
致
し
な
い
。

「
方
法
」
に
は
方
法
、「
原
理
」
に
は
原
理
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。「
結
果
と
考
察
」
と
す
る
な
ら
、
結
果
と
そ
れ
に
対
応
す

る
考
察
を
適
切
な
方
法
で
著
し
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
誤
り
が
多
い
の
が
「
方
法
」
と
称
し
た
部
分
の
記
述
内
容
で
す
。

離
散
・
連
続
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
の
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
「
方
法
」
と
い
う
表
題
に
対
応
す
る
の
は
『
課
題
の
要
求

を
実
現
す
る
た
め
の
』
方
法
で
す
。『
課
題
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
』
方
法
と
関
係
の
無
い
「
方
法
」
を
表
題
を
立

て
て
説
明
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

頻
出
す
る
誤
り
を
以
下
に
例
示
し
ま
す
。
自
分
の
レ
ポ
ー
ト
に
同
じ
よ
う
な
部
分
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

–
「
目
的
」
に
レ
ポ
ー
ト
や
実
験
で
は
な
く
授
業
の
目
的
が
書
か
れ
て
い
る
。

–
「
方
法
」
に
実
験
時
間
中
の
作
業
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
コ
ー
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
コ
ー
ル
関
数
の
仕
様
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
課
題

の
要
求
を
実
現
し
た
の
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

–
「
原
理
」
に

C
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ン
パ
イ
ル
方
法
・
リ
ン
ク
方
法
・
実
行
方
法
が
書
か
れ
て
い
る
。

–
「
結
果
」
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト
等
の
図
表
し
か
な
い
。

–
「
考
察
」
の
主
張
を
直
前
ま
で
に
示
し
た
情
報
や
事
実
だ
け
か
ら
は
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
感
想
が
書
い
て
あ
る
。

–
「
参
考
文
献
」
に
引
用
元
で
な
い
文
献
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
詳
細
は
「
不
必
要
な
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
」）

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト
の
引
用
と
フ
ァ
イ
ル
提
出
を
混
同
し
て
い
る
。

電
子
メ
ー
ル
に
添
付
す
る
ソ
ー
ス
フ
ァ
イ
ル
は
動
作
確
認
等
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。
レ
ポ
ー
ト
中
で
、
説
明
の
た
め

に
引
用
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト
で
は
動
作
確
認
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
逆
に
、
添
付
さ
れ
た
ソ
ー
ス
フ
ァ

イ
ル
に
は
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
適
切
な
情
報
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
説
明
の
た
め
の
引
用
に
添
付

フ
ァ
イ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

 
不
必
要
な
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る

サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
入
手
方
法
、
コ
ン
パ
イ
ル
方
法
の
説
明
は
不
要
で
す
。
参
考
文
献
に
は
レ
ポ
ー
ト
を
読
む
際
に

参
照
す
べ
き
資
料
を
そ
の
理
由
が
分
か
る
よ
う
に
示
し
て
く
だ
さ
い
。
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
際
に
提
出
者
が
参
考
に
し
た
資

料
は
不
要
で
す
。
テ
キ
ス
ト
を
書
き
写
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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